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❶暮らしを支える労働力の確保

❷国策と連動した子育て支援

❸企業誘致と定住・交流人口対策

❹土地の機能維持と農林畜産業の振興

❺災害対策と地域医療・福祉の向上

昭和 37年　竹田市大字竹田で生まれる
昭和 50年　竹田市立竹田小学校  卒業
昭和 53年　竹田市立竹田中学校  卒業
昭和 56年　大分県立竹田高等学校  卒業
　　　　　　大分大学経済学部  入学 
　　　　　　バイク事故で脊髄損傷  休学
昭和 58年　１年半の入院を経て退院  復学
　　　　　　右下肢機能全廃等（身障 3級）
昭和 62年　大分大学経済学部  卒業 
　　　　　　竹田市役所  就職
令和 5 年　竹田市役所  退職（１月）
　　　　　　総務課長・社会福祉課長
　　　　　　保険健康課長  等を歴任

未来を変えよう未来を変えよう 過去と他人は変えられないが、
未来と自分は変えられる

みやなり公一郎 プロフィール
深刻化する〝働き手不足〟に対しては、総合的な対策を戦略的に進めながら、先進
テクノロジー等を活用した代替策の導入により日常生活を支える労働力を確保します。

婚活、出産、保育、教育等の各ステージで、経済的・精神的・制度的支援や情報
提供等、国策（里親・養子縁組制度含む）と連動した支援策を総合的に進めます。

熊本県に進出する世界的半導体メーカーを念頭に、労働力の流出防止策と併せて定住人口
増や関連企業の誘致を行いながら、県境を越えた広域観光を展開し交流人口増を図ります。

山、川、道路、牧野、水路、宅地等の維持管理策を検討しつつ、食料自給率の向上
に向け、肥沃な大地と農業用水を活かした持続可能な農林畜産業の振興を図ります。

遠くない将来、発生が予想されている大規模自然災害への備えを県全体で進める
とともに、災害弱者等を地域で支えることのできる仕組みづくりを強化します。 竹田市のために一歩踏み出す

働き手不足が深刻な状況になってきた竹田市。でもまだ竹田の未来をあきらめられない


